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索引用語 :際腺房細胞癌
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膵腺房細胞癌はまれな腫瘍であるが,機 能性腫瘍と

して外分泌作用を生 じることもあるといわれてい

るい分.予後に関しては悲観的な報告が多いつり。当院で,

多発早期胃癌に併存し肝転移をきたしていた徴小膵腺

房細胞癌に対し胃全摘,膵 尾部切除,肝 切除を行い術

後 1年 再発なく経過 した症例を経験 したので報告す

る。

症  例

患者 :66歳,男 性.

主訴 :腹満感.

<1989年 7月10日受理>別 刷請求先 :大森 浩 二

〒602 京都市上京区河原町通広小路上ル梶井町465

京都府立医科大学第2外科

かった。amylase 79SRU,elastase 367ng/dlと正常で,

carcinoembryonic antigen(CEA)1.5ng/ml, α ―

fetoprotein(AFP)9,8ng/ml, Carbohydrate antigen

19‐9(CA19,9)13.9U/mlと正常であった。

上部消化管内視鏡所見 :胃体中部後壁にIIa,胃体

上部前壁にIIa,小弯側噴門下にIIcを認め生検結果は

いずれもclass 5であった。

腹部computed tomography(CT), ultrasOnogra‐

phy(US)で は肝胆膵陣に著変を認めなかった。

以上より,多 発早期胃癌の診断のもと62年12月9日

手術を施行した。

既往歴 :20年前肝炎.                 手 術所見 :上腹部正中切開で開腹,腹 水なく胃癌は

家族歴 :特記事項なし.              奨 膜側より触知せず.肝 左葉外側区域に2cmの 回い腫

現病歴 :昭和62年10月より食後に腹部膨満感があり   瘤 を解れたため転移を疑い凍結切片により病理学的検

11月当院消化器内科を受診.検 査の結果,多 発早期胃  索 を行った。結果は転移性腺癌であった。胃は早期癌

癌と診断され手術目的に外科へ転科となった。     の 疑いが強く,胃 以外の臓器に原発巣のある可能性も

入院時現症 :身長166cm,体 重66kg,貧 血黄疸なく   あ り,各 臓器を検索するに,膵 尾部にlcmの 国い腫瘤

表在 リンパ節腫脹なし.胸 部打聴診に異常なし.腹 部   を 触れた。その他,腹 腔内臓器に異常を認めず,多 発

平坦軟で腹水認めず.                胃 癌,膵 腫瘍,転 移性肝癌の診断のもと,胃 全摘,陣

入院時検査所見 :検血,肝 機能などに異常は認めな  合 併切除,膵 尾部切除,肝 左葉外側区域部分切除を施

行した,

切除標本肉眼所見 :切除胃では小弯噴門下に IIc,体

上部前壁に IIa,体中部後壁にIIaを認めた(図 1)。肝
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図 1  摘 出標本 (切除胃の大弯切開) .体 L部前壁に

I I a ,小弯側噴門 ドにI I c ,体中部後壁にI I aを認め

る.

llr m tub I

IIc m tub2

IIa m tub I

図 2 摘 出標本 (切除肝)。大きさ23× 1 4cmの境界

明瞭で害」面は乳白色一様な腫易を認める。

臓には境界明瞭で害」面は乳白色一様な2.3×1 4cmの

腫瘤を認めた (図2),陣 尾部上縁に境界明瞭な07×

0 4cmの 腫瘤を認め周辺組織への浸潤は認めなかっ

た (図3).

病理組織所見 :胃癌の組織は, 胃体上部前壁の IIa

は高分化型腺癌であり,小 弯噴門下の IIcは中分化型
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図 3 輸 出標本(切除様のルーペ像)。大きさ07× 04

cmの 境界明瞭な腫瘍を認める.

図 4 樺 瞳場の組織像.腫 瘍細抱は,腺 房細胞に類似

し腺房状の構造をとり,胞 巣状充実性に増殖してい

る。(HE染 色,X200)

腺癌,体中部後壁の IIaは高分化型腺癌で,3病 巣とも

深達度は mで ぁった。解腫瘍の組織像は,腫 瘍細胞は

腺房細胞に類似し腺房状の構造をとり胞巣状充実性に

増殖しており膵腺房細胞癌と考えられる (図4).α l

Anti‐trypsin(以下,21‐AT)に 対して腫瘍細胞は陽性

を示した (図5).

肝腫瘍の組織像は陣腫瘍の組織像と類似しており,

腺房状構造をとった腫瘍細胞の増殖がみられ,膵 腺房

細胞癌の肝転移と診断した(図6).リ ンパ節転移につ

いては胃癌取扱い規約。におけるCの 部位の胃癌に関

して R2の郭清,ま た膵癌については際癌取扱い規約ゆ

における尾部癌の Rlの郭清を行ったが,転移陽性 リン

パ節はなかった。

以上より, 胃癌については m,n。,PO,HO,Stage

l,膵痛については Tl,NO,SO,Rp。 ,PVO,hl,Stage
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腫瘍細

図6 肝 腫瘍の組織像.陳 腫場の組織像と類似してお

り,腺 房状構造をとった腫瘍細胞の増殖がみられる

(HE染 色×200)

4で相対非治癒切除であった。

術後経過 1特記すべき合併症もなく順調に経過し,

5FU,マ イ トマイシン,キ ロサイドによる化学療法お

よびOK‐432による免疫療法を施行 し,退 院。現在

UFT 300mg/dayを 投与し外来で経過観察しているが

手術後 1年再発の徴候はみられない.

考  察

膵癌は組織学的には,膵 管癌,腺 房細胞癌,島 細胞

癌,未分化癌などに分類される。が,なかでも腺房細胞

癌の頻度は際癌登録集計いでは 1%,MorOhottiら のに

よると1.1%と 比較的まれな腫瘍である。

また Tlの大きさの陣癌が肝転移を生じるのは1.1%

という頻度である。。なおかつ多発早期胃癌に併存し

たfrlの報告はわれわれの調べた範囲では本邦にみられ

ない。
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膵腺房細胞癌は50～80歳の高齢者に多く,男 女差は

ないのがまれに小児にみられるとの報告ゆりがある。ま

た高 ツパーゼ血症や高アミラーゼ血症をきたした全身

の脂肪壊死,多 発関節炎を生じる例も報告されてい

る1)の.本 症例では血中尿中アミラーゼ正常で, リパー

ゼは術前浪j定できていなかった。また血中 AFP高 値

を伴 う症例も報告
1の11)されているが,本 症例では正常

であった。

腺房細胞癌の形態学的特徴は,腫 瘍細胞が腺房細胞

に類似し腺房状構造を示し,ま た胞体内に電顕により

チモーゲン様分泌顆粒を認めるという点である"。 し

かし,腫 瘍細胞が低分化の組織構造を示す4/1では,光

顕下のみでは診断が必ずしも容易ではない
1り
.

菊池l的によると細胞レベルでは免疫組織学的に 21‐

ATや 膵外分泌系酵素に高い陽性率を示し,特 に 21‐

ATは 腺房系際腫瘍のマーカーとしての有効性が示唆

されるとしている。本症例も組織学的に腺房構造をと

りαl‐AT染 色陽性であり腺房細胞癌と診断した。

腺房細胞癌の臨床症状は腹痛,腹 部腫瘤ゆ
～16)が多

く,USや CTで は,実 質局所の低エコー,腫 瘤,low

densityな腫大という所見の1つがみられる。

endoscopic retrograde cholangiopancreatography

(ERCP)で は陳管の狭窄,断裂,拡張,閉塞,圧排
1の1め10

などがみられる。

血管造影では血管新生,濃 染像
1の11)1010のみられる

ことが多く腺管癌が hypovascularなことと対照的で

ある。一方,腺 房細胞癌の肝転移Trlにおいてもhyper‐

vascularな腫瘍のためか動注療法が有効である例 も

報告されている
1り
。

予後について一般に不良であるとの報告が多い。

Radinらりによると脂防壊死を生じた例では発症より

2～ 12カ月,Webbめによると発症より平均 5カ 月と報

告している。本邦での症例では,切 除不能で化学療法

を施行している例では,入 院より7か 月
1い
,4か 月

11),

1年 9か 月と1年 4か 月1。と予後は悪い。しかし,手術

的に切除できた例では再発なく1年 3か 月生存lり, 5

年 3か 月生存I"という症例報告もみられる。自験例に

おいても原発巣切除,肝転移切除により術後12か月(昭

和63年12月)を 経た現在,再 発の徴候なく経過してお

り,際 腺房細胞癌では,原 発巣および肝転移巣に対し

ても積極的な治療をすべきであると考える。

おわりに

多発早期胃痛と肝転移を伴 う微小膵腺房細胞癌の 1
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手術例を経験したので若千の文献的考察を加え報告し

た 。
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